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❖ 

は
じ
め
に

　

１
９
１
３
（
大
正
２
）
年
に
発
足
し
た
「
帝
国
飛

行
協
会
」
は
、
１
９
４
０
（
昭
和
15
）
年
に
「
大
日

本
飛
行
協
会
」
に
改
組
し
、
１
９
４
５
（
昭
和
20
）

年
に
は
「
逓
信
科
学
振
興
財
団
」
と
名
前
を
変
え
、

１
９
５
２
年
に
現
在
の
名
称
で
あ
る
「
日
本
航
空
協

会
」
と
な
り
ま
し
た
。
来
年
・
２
０
１
３
（
平
成

25
）
年
に
「
帝
国
飛
行
協
会
」
の
発
足
か
ら
数
え
て

１
０
０
周
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

少
々
気
が
早
い
よ
う
で
は
あ
り
ま
す
が
、
当
協
会
の

こ
れ
ま
で
を
、
資
料
を
ご
紹
介
し
な
が
ら
４
回
の
連

載
で
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
第
１
回
は

大
正
期
を
取
り
上
げ
ま
す
。

❖ 

帝
国
飛
行
協
会
の
発
足

　

前
述
の
通
り「
帝
国
飛
行
協
会
」は
１
９
１
３（
大

正
２
）
年
に
社
団
法
人
と
し
て
発
足
し
た
の
で
す
が
、

そ
の
誕
生
は
「
日
本
航
空
協
会
」（
現
在
の
当
協
会

と
の
混
同
を
避
け
る
た
め
、
便
宜
的
に
「
旧
・
日
本

航
空
協
会
」と
呼
び
ま
す
）と「
帝
国
飛
行
協
会
」（
こ

こ
で
は
便
宜
的
に
「
旧
・
帝
国
飛
行
協
会
」
と
呼
び

ま
す
）
の
合
併
に
よ
る
も
の
で
し
た
。
で
は
、「
旧
・

日
本
航
空
協
会
」
の
設
立
は
い
つ
か
と
い
う
と

１
９
１
１
（
大
正
元
）
年
の
こ
と
で
、
海
軍
少
佐
・

磯
部
鈇
吉
の
尽
力
に
よ
っ
て
資
金
を
集
め
東
京
有
楽

町
に
事
務
所
を
構
え
て
「
飛
行
術
ノ
進
歩
発
達
ヲ
計

リ
其
ノ
発
展
普
及
ニ
必
要
ナ
ル
学
術
ヲ
考
究
」

（「
旧
・
日
本
航
空
協
会
」
の
定
款
草
案
か
ら
引
用
）

す
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
を
始
め
て
い
た
と
こ
ろ
で

し
た
。
一
方
、「
旧
・
帝
国
飛
行
協
会
」
は
と
い
う
と
、

同
じ
頃
に
『
国
民
新
聞
』
記
者
の
中
村
英
が
設
立
し

て
い
た
団
体
で
す
が
、「
看
板
は
堂
々
と
押
出
し
て

は
居
た
が
、
寄
付
金
が
集
ま
ら
な
い
た
め
に
資
金
が

無
く
、
殆
ど
内
容
の
な
い
も
の
」（『
日
本
航
空
史
』

坤
巻
、
航
空
協
会
編
、
１
９
３
６
（
昭
和
11
）
年
発

行
に
よ
る
）
で
し
た
。
中
村
英
が
陸
軍
の
井
上
仁
郎

少
将
に
相
談
し
た
結
果
、
名
前
が
消
え
る
の
は
惜
し

い
と
判
断
し
た
人
々
も
い
た
こ
と
か
ら
「
旧
・
日
本

航
空
協
会
」
と
合
併
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
し
た
。

で
す
の
で
、「
旧
・
日
本
航
空
協
会
」
か
ら
数
え
る
と
、

２
０
１
１
（
平
成
23
）
年
に
当
協
会
は
１
０
０
周
年

を
迎
え
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

❖
「
帝
国
飛
行
協
会
」
と
大
隈
重
信

　

こ
う
し
て
発
足
し
た
「
帝
国
飛
行
協
会
」
に
は
、

１
９
１
４
（
大
正
３
）
年
に
当
時
総
理
大
臣
で
あ
っ

た
大
隈
重
信
が
初
代
会
長
に
就
任
し
、
同
年
、
総
裁

に
久
邇
宮
邦
彦
王
が
就
任
し
て
い
ま
す
。
大
隈
重
信

は
会
長
就
任
前
か
ら
航
空
に
関
心
を
持
っ
て
お
り
、

日
本
で
初
め
て
飛
行
機
が
飛
ぶ
１
９
１
０
（
明
治

43
）
年
の
前
年
、
す
な
わ
ち
１
９
０
９
（
明
治
42
）

年
に
発
行
さ
れ
た
『
空
中
之
経
営
』
と
い
う
書
籍
の

序
文
を
書
い
て
い
ま
し
た
。
大
隈
会
長
は
日
本
の
民

間
航
空
の
代
表
と
し
て
来
日
し
た
外
国
人
飛
行
家
と

面
会
す
る
な
ど
、
多
忙
な
中
に
も
会
長
と
し
て
時
間

を
割
い
て
い
た
よ
う
で
す
。
た
だ
、
大
隈
重
信
会
長

に
関
す
る
一
次
資
料
、
た
と
え
ば
署
名
入
り
の
文
書

や
写
真
な
ど
は
現
在
、
当
協
会
に
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
混
乱
が
原
因
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
大
変
残
念
な
こ
と
で
す
。

個
人
所
蔵
で
す
が
、
大
隈
重
信
会
長
名
で
送
ら
れ
た

書
簡
は
現
存
し
て
い
ま
す
（
写
真
１
、
２
）。
な
お
、

実
業
家
と
し
て
有
名
な
渋
沢
栄
一
も
「
旧
・
日
本
航

空
協
会
」
の
時
か
ら
理
事
の
一
人
に
就
任
し
て
い
ま

し
た
。

❖
「
帝
国
飛
行
協
会
」
の
活
動

　
「
帝
国
飛
行
協
会
」
は
航
空
に
関
す
る
社
会
の
関

心
を
喚
起
し
、
知
識
を
普
及
す
る
た
め
に
様
々
な
活

動
に
着
手
し
ま
し
た
。
航
空
に
関
す
る
講
演
会
の
開

催
な
ど
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
飛
行
機
を
購
入
し
て

飛
行
大
会
を
主
催
し
た
り
、
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
を

日
本
航
空
協
会
の
１
０
０
年
を
振
り
返
る

㈶
日
本
航
空
協
会

航
空
遺
産
継
承
基
金
事
務
局

大
正
期

第1回
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行
っ
た
り
、
パ
イ

ロ
ッ
ト
の
養
成
な
ど

活
動
は
多
岐
に
渡
り

ま
し
た
。

　

ま
ず
、
１
９
１
３

（
大
正
２
）
年
に
当

時
の
新
鋭
機
で
あ
っ

た
ル
ン
プ
ラ
ー
・
タ

ウ
ベ
を
２
機
ド
イ
ツ

か
ら
輸
入
し
て
い
ま

す
。
こ
の
飛
行
機
は

第
一
次
世
界
大
戦
が

始
ま
る
と
陸
軍
に
買

い
上
げ
ら
れ
た
た
め
、

「
帝
国
飛
行
協
会
」

は
タ
ウ
ベ
を
基
に
し

た
機
体
を
製
作
し
て
い
ま
す
（
写
真
３
）。
一
方
、

飛
行
機
の
心
臓
で
あ
る
エ
ン
ジ
ン
の
国
産
化
を
奨
励

す
る
た
め
に
「
発
動
機
製
作
懸
賞
競
技
」
を

１
９
１
４
（
大
正
３
）
年
に
開
始
し
て
い
ま
す
。
こ

の
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
は
１
９
１
６
（
大
正
５
）
年

に
一
等
を
選
ん
で
終
了
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
後
の

発
展
は
無
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

１
９
１
４
（
大
正
３
）
年
に
は
「
第
一
回
民
間
懸

賞
飛
行
競
技
大
会
」
も
主
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
大

会
は
神
戸
の
鳴
尾
競
馬
場
で
開
催
さ
れ
、
５
機
の
飛

行
機
と
５
人
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
参
加
し
て
高
度
と
飛

行
時
間
を
競
い
ま
し
た
。
競
技
結
果
の
一
等
は
飛
行

時
間
が
31
分
22
秒
、
高
度
が
２
，
０
０
０
メ
ー
ト
ル

と
い
う
、
今
日
の
眼
か
ら
見
れ
ば
慎
ま
し
い
も
の
で

す
が
、
当
時
に
お
い
て
は
画
期
的
な
出
来
事
だ
っ
た

こ
と
が
残
さ
れ
た
写
真
帳
か
ら
窺
え
ま
す
（
写
真
４

〜
６
）。
飛
行
大
会
や
競
技
会
は
そ
の
後
も
た
び
た

び
主
催
し
て
い
ま
す
。
単
な
る
競
技
会
で
は
な
く
、

航
空
の
実
用
性
を
社
会
に
証
明
す
る
「
懸
賞
郵
便
飛

行
競
技
」も
開
催
し
、
そ
の
第
一
回
は
１
９
１
９（
大

正
８
）年
東
京
と
大
阪
を
結
ん
で
行
わ
れ
ま
し
た（
写

真
７
、
８
）。
同
じ
１
９
１
９
（
大
正
８
）
年
に
は
、

日
本
の
代
表
と
し
て
国
際
航
空
連
盟
（Fédération 

A
éronautique Internationale

：
Ｆ
Ａ
Ｉ
）
に
加

盟
し
て
い
て
い
ま
す
。

　

パ
イ
ロ
ッ
ト
の
養
成
も
１
９
１
４
（
大
正
３
）
年

か
ら
始
め
ま
し
た
が
、
計
三
次
、
合
計
７
人
の
練
習

生
を
採
用
し
た
段
階
で
１
９
１
７
（
大
正
６
）
年
に

終
了
し
て
い
ま
す
。
航
空
に
関
す
る
社
会
の
関
心
が

高
ま
っ
て
民
間
の
飛
行
学
校
が
出
現
し
た
た
め
に
、

写真３　磯部鈇吉と「帝国飛行協会」の製作したタウベ
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協
会
が
パ
イ
ロ
ッ
ト
を
養
成
す
る
必
要
性
を
感
じ
ら

れ
な
く
な
っ
た
か
ら
の
よ
う
で
す
。

　

１
９
１
７
（
大
正
６
）
年
に
は
、
飛
行
場
設
営
を

計
画
し
て
大
蔵
省
か
ら
土
地
の
無
償
貸
与
を
受
け
て

い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
「
帝
国
飛
行
協
会
」
は
購
入
し

た
飛
行
機
を
陸
軍
の
所
沢
飛
行
場
に
置
か
せ
て
も

ら
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
陸
軍
か
ら
は
出
来
る
だ
け

早
く
協
会
の
施
設
を
撤
去
し
て
欲
し
い
と
の
要
望
が

あ
っ
た
た
め
、
独
自
に
飛
行
場
を
設
営
す
る
必
要
性

が
あ
っ
た
の
で
す
。
貸
与
さ
れ
た
の
は
、
東
京
深
川

の
洲
崎
、
越
中
島
周
辺
の
埋
め
立
て
地
で
面
積
は

７
２
，
６
５
０
坪
、
期
間
は
３
年
で
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
う
ち
５
０
，
０
０
０
坪
は
埋
め
立
て
が
完
了
し

て
い
な
い
土
地
で
し
た
。「
帝
国
飛
行
協
会
」
は
寄

付
金
と
会
員
の
納
め
る
会
費
が
主
な
財
源
だ
っ
た
た

め
、
常
に
資
金
の
確
保
に
苦
慮
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

貸
与
さ
れ
た
土
地
を
飛
行
場
と
し
て
整
備
す
る
資
金

の
工
面
も
で
き
ず
、
結
局
飛
行
場
の
設
営
に
は
至
る

こ
と
な
く
、
期
限
が
く
る
と
返
納
し
ま
し
た
。
こ
の

間
、
埋
め
立
て
未
了
の
地
に
群
生
す
る
葦
を
売
っ
た

お
金
が
協
会
の
収
入
に
な
っ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド

が
残
っ
て
い
ま
す
。 

（
つ
づ
く
）

写真８　「第一回懸賞郵便飛行競技」で優勝した佐藤要蔵の
中島式四型。

写真７　「第一回懸賞郵便飛行競技」で届いた葉書（日本
航空協会蔵）。宛先は、当時「帝国飛行協会」の
副会長であった阪谷芳郎。

写真６　「第一回民間懸賞飛行競技大会」の様子　その２

写真５　「第一回民間懸賞飛行競技大会」の様子　その１


